
植物と反射鏡を利用したグリーンアート :
環境学科住環境専攻における環境デザイン教育の取
組

言語: Japanese

出版者: 武蔵野大学環境学部

公開日: 2016-12-08

キーワード: 

作成者: 風袋, 宏幸

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://mu.repo.nii.ac.jp/records/329URL



植物と反射鏡を利用したグリーンアート

ー環境学科住環境専攻における環境デザイン教育の取組一

A Green Art Experiment with plants and the Solar reflection System 
-Projects in the environmental design education, major of architecture, 

department of environmental science-

1 はじめに

風袋宏幸＊

HIROYUKI Futai 

2005年度より、環境学科住環境専攻の学生と取り組んできた、「環境プロジェクト特別演習」の

一連のメディアアート作品(1)は、共通して「空間とイメージの相互作用」を主題としてきた。

それらの表現方法は、主としてスクリーンとコンピュータグラフィクスを用いた映像インスタ

レーションであり、美術館などの人工的に環境制御が容易な空間での展示に適した作品であった。

一方で、環境デザインに関する様々な取り組みを紹介する「環境デザインの試行（武蔵野大学

出版会， 2007)」の編集に携わる過程で、「環境デザインに何が可能か？」という問いを自問し、

プロジェクトの新しい方向性を模索し始めた。

本稿で報告する『トランス・フラワーズ』は、「空間とイメージの相互作用」という主題を追

求しながらも、より自然に近い外部環境の中で展開していくプロジェクトの方法として構想した

ものである。それは、映像インスタレーションにおけるスクリーンの役割を地表面に、プロジェ

クター光源の役割を太陽に、投影されるイメージの役割を現実の植物に置き換えることによって

試行する表現である。したがって、コンピュータを用いた先端表現であるメディアアートとして

の側面より、根付きの植物を用いたグリーンアート(2)という側面が主調となる作品である。

参加学生は、住環境専攻3年生9名、 4年生1名、研究生2の計12名であり、これに専攻の新

旧スタッフ 2名が加わりプロジェクトチームを構成した。また、近藤卓氏（近藤卓デザイン事務

所）、藤原圭介氏（株式会社日比谷アメニス大阪支店）から植生に関する専門的アドバイスを得た。

以下、まず『トランス・フラワーズ』の基本構想とキャンパス内で実施したワークショップの

概要について述べる。 (2.構想とワークショップ）次に、神戸ビエンナーレにて発表したコンテ

ナバージョンの詳細な作品解説と実施プロセスを紹介する。 (3.神戸ビエンナーレ）最後に、現

時点でのプロジェクトに対する検証と今後の展開に関して考察し、本稿のまとめとしたい。 (4.

検証と展開）

＊准教授
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2 構想とワークショップ

2-1 基本構想 1 (2007年9月）

プロジェクトを外部空間で積極的に展開する方法を模索した結果、通常は日の当たらない場所

に木漏れ日を作り出すこと、さらにその光によって花畑を生成するという企画が構想された。設

置場所としては、里山という広大な大地を想定し、山の南斜面に設置する反射鏡によって、北斜

面へ太陽光を反射するシステムを考案した。 (fig.01)

この太陽光反射鏡を用いて木漏れ日を作り出すという方法によって、自然の中にありながらも、

自然ではありえない、印象的で不思議な光環境を現象させることが可能であると考えた。この方

法は、映画「羅生門（黒沢明， 1950) 」で、カメラマンの宮川一夫 (1908~1999) が森の中を撮

影したシーンでも知られる。これに対して、本プロジェクトでは、木漏れ日のシーンの演出のみ

ならず、そうしたシーンを作り出す反射システム全体を一つのランドアートとして位置付けるこ

とで、作品の固有性を創り出すことが意図されている。

2-2 基本構想2(2008年9月）

基本構想1で企画したコンセプトを、湖畔という比較的フラットな場所で実施することを想定

し、反射鏡配置案を作成した。この配置案では、緩やかな円弧を描く湖畔の北側に沿って、反射

鏡を配列している。また、反射鏡と花畑の間が水面であることから、途中に障害物が無い。した

がって、基本構想1と比較し、一日の太陽移動に伴なう日射方向の変化に対して、より明確に反

射光が送れるなどの優位性がある。 (fig.02)

2-3 大学キャンパス内ワークショップ (2009年4月r.J2009年7月）

プロジェクトに対する学生の理解を深めることを目的にして、基本構想で考案した反射システ

ムを、比較的小規模なスケールで制作し実験するワークショップを行った。実施場所は大学キャ

ンパス内とし、基本構想で想定した規模の1/20程度のスケールで反射装置のモックアップを制作

した。 (fig.03) また、使用する根付きの植物は、太陽光の影響が大きいと考えられる、矮生ヒマ

ワリ(3)とした。

参加した学部学生9名は、装置の制作、実施場所の整備に加え、太陽の反射光を利用したイン

スタレーション作品をそれぞれ制作した。各学生作品への与件として、日陰に植えられた矮生ヒ

マワリとセットで成立する表現とすること、また一日一枚の写真撮影を約 2か月間行い、合計60

枚の連続写真として、作品の変化を記録することが課せられた。

田島理生 ：カラーフィルターを用いて多彩な反射を演出。 (fig.04)

村上千香子：コカコーラの空瓶を一日一本ずつ並べていく。 (fig.05)

大川翔太郎：乾電池が錆びていく様を毎日記録していく。 (fig.06)

金丸優 :-日ー折ずつしか折ることができない折紙。 (fig.07)

澤田和寛 ：一日一手でオセロゲームに挑む。 (fig.OS)

藤巻直樹 ：鏡に映り込む周囲の景色の変化を毎日記録していく。 (fig.09)

三津野真綾：蚊取線香がつくる渦巻の影の変化。 (fig.10)

浅井啓紀 ：りんごが朽ちていく様を毎日記録していく。 (fig.11)

堀江彰太 ：毎日チャイムを録音して繋ぎ合わせる。 (fig.12)
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fig.03 
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3 神戸ビエンナーレ

3-1 実施プロセス (2009.06-2009.11.26)

神戸ビエンナーレとは、 2007年秋から始まった、神戸市主催の 2年に 1度の芸術文化の祭典で

ある。第 2回は、メリケンパークエリア(fig.13)、神戸港会場、兵庫県立美術館、三宮・元町工

リア他で2009年10月3日-11月23日(52日間）開催された。この芸術祭におけるグリーンアートコ

ンペティションに企画案の応募を行い入賞をしたことにより、ビエンナーレで約2か月間の展示

を行う機会を得た。開催期間中は、毎週末に学生数名が夜行バスにて現地に出張し、植物のメン

テナンス、鏡角度調整、展示説明等を行った(4)。また、会場と武蔵野大学キャンパスをインター

ネットで繋ぎ学園祭での実況中継及び、ネット会議(5)を行った。以下がその実施プロセスである。

[06.08-06.19] : 神戸ビエンナーレグリーンアートコンペティション応募案の作成

[07.18 ] : 入賞、神戸ビエンナーレグリーンアート展への参加決定

[07.01-08.12] : 実施案の詳細設計及び材料発注

[08.19-09.01] : 装置材料の加工、装置組立 (:fig.14)

[09.02-09.17] : 反射鏡マッピングシート制作貼付け、装置組立練習、搬出梱包準備

〈09.13〉 ：ビエンナーレ会場視察、コンテナ実測、コスモス畑視察、宿泊先挨拶

[09.18-09.20] : 現地設営（堀江彰太，浅井啓紀，田島理生，村上千香子，大川翔太郎，金丸優，

澤田和寛，藤巻直樹，三津野真綾，宮本一行，島田健太，佐藤瞬介，小松和希，

中島悠二） (fig.15) 

〈09.18〉 ：装置組立、コンテナ内設置

く09.19〉 ：土搬入、コスモス植え込み

〈09.20〉 ：反射鏡角度調整、メンテナンス・オペレーションのトレーニング

[09.25-09.26] : 第1回メンテナンス（堀江彰太，大川翔太郎，藤巻直樹）

[10.01-10.04] : 第2回メンテナンス（小松和希，大川翔太郎，澤田和寛，三津野真綾）

〈10.02〉 ：内覧会

く10.03〉 ：開会式(fig.16)

[10.09-10.11] : 第3回メンテナンス（堀江彰太，村上千香子，藤巻直樹）

[10.16-10.18] : 第4回メンテナンス（浅井啓紀，田島理生，金丸優） (fig.17) 

[10.23-10.25] : 第5回メンテナンス（佐藤瞬介，塩入，山中）

[10.30-11.01] : 第6回メンテナンス（堀江彰太，田島理生，金丸優） (fig.18) 

[11.05-11.07] : 第7回メンテナンス（浅井啓紀，村上千香子，藤巻直樹）

〈11.07〉 ：グリーンアート展最終審査 奨励賞受賞(:fig.19,fig.20) 

[11.13-11.15] : 第8回メンテナンス（大川翔太郎，澤田和寛，三津野真綾）

ウインターコスモス追加

[11.20-11.23] : 第9回メンテナンス（浅井啓紀，澤田利寛，三津野真綾） (fig.21) 

ウインターコスモス追加，押花配布

〈11.23〉 ：閉会式、授賞式

[11.26 ] : 解体、搬出（堀江彰太，浅井啓紀，田島理生，村上千香子，大川翔太郎，金丸優，

藤巻直樹，小松和希，中島悠二）
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